
こたえ

1　(1) イ 日曜日の 朝　(2) ア 川原　(3) イ ゆうたと 弟の そうた　(4) ア 水切り　(5) ウ

三回　(6) イ そうた

見て あげる ところ

答えを 見る 前に、文章の どこに 書いて あったかを 指で さして もらうと、読みとる 力

が つきます。

つぎの 1まい: 「物語 2（したことを 読む）」 (k3-90)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-89

物語 1（場面を 読む）
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

よ
どっかい

文章に もどって
たしかめよう



こたえ

1　(1) ア メダカ　(2) イ 少し にごって いた　(3) ウ 先生　(4) ウ 半分　(5) ア えさを 少

し あげた　(6) イ 水を 半分 入れかえた。

見て あげる ところ

答えを 見る 前に、文章の どこに 書いて あったかを 指で さして もらうと、読みとる 力

が つきます。

つぎの 1まい: 「物語 3（気持ちを 読む）」 (k3-91)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-90

物語 2（したことを 読む）
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

よ
どっかい

文章に もどって
たしかめよう



こたえ

1　(1) イ さいご（アンカー）　(2) イ どきどきした　(3) イ 力を こめて がんばる ようす　

(4) ア ゴールの 前　(5) ウ 二着　(6) ア くやしいけれど、うれしくも ある

見て あげる ところ

答えを 見る 前に、文章の どこに 書いて あったかを 指で さして もらうと、読みとる 力

が つきます。

つぎの 1まい: 「物語 4（場面と 時）」 (k3-92)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-91

物語 3（気持ちを 読む）
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

よ
どっかい

文章に もどって
たしかめよう



こたえ

1　(1) ア 朝　(2) ア 学校へ 行く 道　(3) イ 小鳥を 箱に 入れて 水を あげた　(4) ア 夕

方　(5) ウ 公園の 木の 下　(6) ウ 三つ

見て あげる ところ

答えを 見る 前に、文章の どこに 書いて あったかを 指で さして もらうと、読みとる 力

が つきます。

つぎの 1まい: 「物語 5（気持ちの かわり方）」 (k3-93)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-92

物語 4（場面と 時）
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

よ
どっかい

文章に もどって
たしかめよう



こたえ

1　(1) イ 一人で 本を 読んで いた　(2) ア さびしい　(3) ウ となりの せきの りんさん　

(4) ウ 本　(5) ア りんさんに 話しかけられた こと　(6) ア 学校へ 行くのが 楽しみ

見て あげる ところ

答えを 見る 前に、文章の どこに 書いて あったかを 指で さして もらうと、読みとる 力

が つきます。

つぎの 1まい: 「物語 6（人物の ようす）」 (k3-94)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-93

物語 5（気持ちの かわり方）
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつよ

どっかい

文章に もどって
たしかめよう



こたえ

1　(1) ウ だれも すすんで やろうと しなかった　(2) ア たける　(3) イ 花に 水を やった　

(4) ア ぼうを 立てて ひもで むすんだ　(5) ウ きれいに さいた　(6) ウ 引き受けた ことを

さいごまで 大切に やる 人

見て あげる ところ

答えを 見る 前に、文章の どこに 書いて あったかを 指で さして もらうと、読みとる 力

が つきます。

つぎの 1まい: 「せつめい文 1（問いと 答え）」 (k3-95)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-94

物語 6（人物の ようす）
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

よ
どっかい

文章に もどって
たしかめよう


